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源

衛

 
私
は
、
十
数
年
以
前
の
拙
稿
「
晩
年
の
紫
式
部
」
 
（
日
本
文
学
、
昭
和
四
〇

年
六
月
。
 
「
王
朝
文
学
の
研
究
」
所
収
）
、
ま
た
そ
れ
に
続
く
「
紫
式
部
」

（
昭
和
四
一
年
三
月
刊
・
人
物
叢
書
）
に
於
い
て
、
紫
式
部
が
晩
年
、
長
和
二

年
秋
九
月
ご
ろ
宮
廷
を
退
い
た
公
算
大
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①
 
 
 
 
 
 
 
 
②

 
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
角
田
文
衛
・
河
内
山
清
彦
の
両
氏
よ
り
批
判

を
受
け
た
が
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
に
対
し
て
私
自
身
何
ら
の
意
向
を
示
す
こ
と
な

く
、
以
来
十
五
年
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
今
日
も
な
お
依
然
と
し

て
、
私
に
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
全
面
的
応
答
を
な
し
得
る
用
意
が
整
っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
た
だ
、
紫
式
部
晩
年
の
動
静
に
関
す
る
最
大
の
資

料
た
る
小
右
記
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間
に
若
干
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
こ
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
み
た
い
。

 
順
序
と
し
て
、
先
の
拙
論
の
趣
旨
を
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
小
右
記
の
記
事
を

辿
る
と
、
長
和
元
・
二
年
の
間
、
実
資
・
資
平
の
枇
杷
殿
訪
問
は
前
後
九
回
に

及
び
、
そ
の
多
く
の
場
合
、
取
次
ぎ
女
房
と
し
て
紫
式
部
と
お
ぼ
し
い
人
物
が

現
れ
る
が
、
そ
の
姿
は
長
和
二
年
八
月
二
十
日
を
最
後
に
し
て
以
後
ふ
っ
つ
り

と
現
れ
な
く
な
り
、
ま
た
実
資
が
、
そ
の
次
ぎ
に
訪
問
し
た
翌
長
和
三
年
正
月

二
十
日
に
応
待
に
出
た
の
は
、
道
長
の
息
頼
宗
で
あ
っ
て
、
以
後
同
年
十
月
九

日
ま
で
実
資
・
資
平
は
彰
子
を
訪
問
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
紫
式
部
の
不
在

を
証
す
る
も
の
で
、
そ
の
因
は
道
長
の
不
興
を
買
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
、

1
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
実
を
い
え
ば
、
当
時
の
私
の
調
査
は
、
紫
式
部
の
死
去
年
時
に
就
い
て
は
、

 
 
 
③

岡
一
男
氏
の
長
和
三
年
春
説
に
全
面
的
に
拠
り
か
か
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ

以
降
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
調
査
の
手
を
加
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
角
田
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
小
右
記
寛
仁
三
年
正
月
五
日
の
記
事
に
紫

式
部
の
生
存
を
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
す
こ
ぶ
る
痛
切
で
あ
っ
た
。
後
に
詳
述
す

る
如
く
、
私
は
今
、
あ
ら
た
め
て
角
田
氏
の
説
に
賛
成
し
て
、
自
説
を
撤
回
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
角
田
氏
の
叙
述
は
必
ず
し
も
周
到
緻
密
と
は
い
え

な
い
面
が
あ
り
、
部
分
的
に
は
そ
れ
を
修
正
す
る
必
要
も
あ
る
か
と
思
う
。
以

下
に
は
、
そ
の
点
に
触
れ
つ
つ
、
ζ
の
問
題
に
つ
き
、
詳
し
く
考
え
て
み
た
い

の
で
あ
る
。

 
第
一
に
は
、
角
田
氏
の
指
摘
は
、
右
の
長
和
三
年
十
月
以
降
に
つ
い
て
は
、

右
の
小
右
記
寛
仁
三
年
正
月
五
日
の
記
事
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
間
約
五
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年
間
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
五
か
年
と
い
う

日
時
は
短
期
間
と
し
て
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
の

実
資
・
資
平
の
彰
子
訪
問
の
有
無
お
よ
び
そ
の
事
情
庖
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ

ア
つ
。

 
と
こ
ろ
で
、
そ
の
場
合
、
時
間
的
に
い
っ
て
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
資
平

の
蔵
人
頭
任
官
運
動
と
の
関
連
で
あ
る
。
 
 
 
．
，

 
私
は
先
に
、
実
資
の
枇
杷
殿
訪
問
が
長
和
二
年
八
月
二
十
日
を
境
に
し
て
、

俄
か
に
足
が
遠
の
き
、
次
ぎ
の
長
和
三
年
正
月
十
一
日
の
訪
問
の
際
に
は
、
頼

宗
が
取
り
次
ぎ
役
と
し
て
現
れ
た
ご
と
、
ま
た
伊
勢
大
輔
集
の
詞
書
「
紫
式
部

清
水
に
籠
り
た
り
し
に
参
り
あ
ひ
て
」
云
々
に
よ
っ
て
、
こ
の
頃
、
紫
式
部
は

健
康
以
外
の
何
ら
か
の
理
由
で
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
彰
子
の
宮
廷
に
出

仕
し
て
い
な
か
っ
だ
と
推
定
し
だ
の
で
あ
っ
だ
。
ま
た
そ
の
理
由
に
、
あ
る
い

は
、
実
資
・
彰
子
・
紫
式
部
と
い
う
人
間
関
係
の
中
に
、
道
長
の
忌
避
す
る
も

の
が
あ
っ
た
た
め
か
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

 
と
こ
ろ
が
、
角
田
氏
は
こ
の
点
を
批
判
さ
れ
て
、
道
長
は
そ
の
よ
う
に
、

狭
量
の
人
聞
で
は
な
く
、
又
紫
式
部
と
の
間
に
は
中
世
の
伝
承
に
い
う
「
道
長

妾
」
、
の
関
係
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
は
あ
り
得
ず
、
紫
式
部
は
そ
の

当
時
も
引
続
い
て
宮
廷
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
実
資
の
足
が
遠
の
い

た
の
は
、
資
平
の
蔵
人
頭
任
官
運
動
と
し
て
は
、
彰
子
に
協
力
を
求
め
る
の
は

効
果
が
な
い
と
見
極
め
を
つ
け
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
問
題
は
二
つ
あ
る
。
一
は
、
紫
式
部
が
長
和
二
年
九
月
以
降
は
た
し
て
宮
廷

に
引
続
い
て
出
仕
し
て
い
た
か
否
か
で
あ
り
、
二
は
、
こ
の
蔵
人
頭
任
官
運
動

の
実
効
見
極
め
が
、
実
積
の
枇
杷
殿
訪
問
の
中
止
と
ど
こ
ま
で
関
係
が
あ
る
か

で
あ
る
。

●

 
ま
ず
、
第
二
の
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
資
平
の
蔵
入
頭

任
官
運
動
を
時
間
的
に
追
っ
て
ゆ
け
ば
左
の
通
り
で
、
い
ず
れ
も
小
右
記
の
記

事
で
あ
る
。

 
ま
ず
長
和
元
年
七
月
二
十
一
日
条
に
、

 
 
資
記
事
、
欲
レ
令
レ
啓
二
皇
太
后
宮
一
、
翁
面
レ
達
二
左
相
国
一
之
料
也
、
明
月

 
 
可
二
参
会
一
之
由
三
二
送
左
宰
相
中
将
（
源
経
房
）
一
、
而
今
夕
来
向
、
相
二
示
資

 
 
平
雑
事
一
、
令
レ
啓
二
皇
太
后
宮
一
、
従
レ
宮
可
レ
被
レ
申
二
相
府
一
、
但
如
・
此
之

 
 
案
内
、
便
可
・
申
二
相
府
一
之
由
相
談
了

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
っ
と
も
、
こ
の
時
に
は
資
平
を
蔵
人
頭
で
は
な
く
、
弁
官
に
任
じ
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
を
彰
子
を
通
じ
て
、
道
長
に
頼
み
こ
も
う
と

い
う
の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
右
よ
り
五
か
月
を
経
て
、
労
資
は
長
和
二
年
正
月
十
九
日
に
彰
子

の
許
に
参
上
の
折
、
女
房
を
通
じ
て

 
 
資
平
ノ
事
案
内
ヲ
申
サ
シ
ム
、
左
特
認
天
爵
セ
シ
メ
給
フ
ベ
シ
、
夜
二
入

 
 
 
ツ
テ
罷
り
出
ヅ
ル
ノ
後
、
右
衛
門
督
（
懐
平
）
立
チ
寄
プ
ル
、
良
久
シ
ク
清
．

 
 
談
、
多
ク
ハ
是
レ
豊
平
ノ
法
器
。

と
あ
っ
て
、
ど
う
や
ら
こ
の
頃
か
ら
蔵
人
頭
任
官
運
動
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
以
後
彰
子
を
足
繁
く
訪
れ
た
事
の
主
た
る
目
的
が
、

角
田
氏
の
い
わ
れ
る
通
り
、
彰
子
を
通
じ
て
道
長
に
働
き
か
け
る
事
で
あ
っ
た

 
こ
と
も
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
し
か
し
そ
れ
以
降
、
こ
の
件
に
関
し
て
長
和
二
年
末
ま
で
さ
し
た
る
記
事
は

見
ら
れ
ず
、
翌
長
和
三
年
に
入
る
と
、
俄
然
、
激
し
い
文
字
が
相
次
ぐ
よ
う
に

．
な
る
。
た
と
え
ば
、
三
月
七
日
に
は
「
開
平
頭
事
、
以
一
垂
目
状
二
云
二
階
右
衛
門

「
乳
母
所
「
、
以
レ
光
為
レ
使
」
と
あ
り
、
翌
八
日
に
は
、
「
早
旦
有
二
右
衛
門
乳
母
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返
事
一
、
似
二
天
気
宣
一
」
と
あ
り
、
三
条
天
皇
の
乳
母
に
書
状
を
送
っ
て
、
天

皇
の
意
向
を
探
っ
て
お
り
、
同
月
十
一
日
に
は
「
招
二
念
覚
無
闇
梨
一
、
令
レ
啓
二

資
工
事
皇
后
宮
こ
と
あ
っ
て
、
内
供
奉
ら
し
い
僧
を
通
じ
て
、
皇
后
妖
子
に

働
き
か
け
て
い
る
。
ざ
ら
に
三
月
十
六
日
に
は
、

 
 
夜
二
入
リ
テ
資
平
来
リ
テ
云
バ
ク
、
「
陪
膳
ノ
次
デ
ニ
（
蔵
人
頭
任
官
ヲ
）
奏
聞
ス
、

 
 
仰
セ
テ
云
バ
ク
『
吾
が
年
老
ユ
、
大
符
（
鯉
）
又
老
ユ
、
然
思
フ
ら
む
』
テ

 
 
ヘ
リ
。
（
中
略
）
金
吾
談
ジ
テ
云
バ
ク
、
『
主
上
経
通
ノ
事
ヲ
問
ハ
シ
訟
。

 
 
頭
ヲ
所
望
ノ
由
ヲ
奏
セ
リ
、
仰
セ
テ
云
バ
ク
「
春
宮
亮
二
任
ズ
可
キ
ノ
由

 
 
左
大
臣
（
道
長
）
先
日
奏
ス
ル
所
也
。
又
皇
太
后
宮
亮
ト
為
サ
ン
。
偏
ヘ
ニ
彼

 
 
ノ
方
ノ
事
ヲ
思
フ
。
尤
モ
佳
キ
鰍
。
頭
二
至
ツ
テ
漫
然
ラ
ズ
ト
錐
モ
何
事

 
 
力
有
ラ
ン
ヤ
」
テ
ヘ
リ
。
今
天
気
ヲ
見
ル
ニ
許
サ
ザ
ル
ニ
話
手
リ
」
テ
ヘ

 
 
リ
。
予
ノ
思
フ
所
ノ
者
、
資
平
ノ
事
相
含
ム
可
キ
鰍
。

次
い
で
同
二
十
二
日
、

 
 
資
平
所
望
ノ
事
頭
弁
（
朝
経
）
二
案
内
ス
。
其
ノ
報
二
云
バ
ク
、
「
昨
日
奏
聞

 
 
セ
リ
。
仰
セ
テ
云
バ
ク
『
左
大
臣
遇
絶
ノ
気
有
リ
。
「
道
雅
・
兼
綱
ヲ
先

 
 
ヅ
頭
二
補
サ
ル
可
キ
者
也
。
而
ル
ニ
専
＝
一
資
平
ヲ
仰
セ
ラ
ル
ル
ハ
如

 
 
何
」
ト
。
．
勅
答
二
二
ハ
ク
、
「
恪
勤
二
依
リ
中
將
二
任
ジ
、
藏
人
頭
二
言

 
 
ル
モ
又
恪
勤
二
依
ル
可
シ
。
但
シ
道
雅
・
兼
網
ハ
恪
勤
セ
ザ
ル
ノ
客
思
ノ

 
 
職
二
堪
フ
可
カ
ラ
ズ
」
ト
。
左
大
臣
申
シ
テ
云
バ
ク
、
「
追
ツ
テ
定
二
巴

 
 
ス
可
シ
」
ト
。
気
色
経
通
ヲ
挙
グ
ベ
シ
』
テ
ヘ
リ
。
万
事
縦
横
、
丞
相
ノ

 
 
ロ
ニ
懸
ル
。

翌
二
十
三
日
に
は
、

 
 
左
府
資
平
ノ
事
ヲ
洪
益
ス
。
挙
ゲ
テ
奏
ス
ル
ノ
人
ソ
ノ
数
有
リ
ト
云
々
。

 
 
経
書
・
兼
綱
・
道
雅
・
鼠
落
ト
云
々
。
資
平
ノ
事
ハ
確
執
殊
二
甚
シ
ト

紫
式
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云
々
。
是
レ
只
近
親
・
因
縁
二
非
ル
ニ
依
ル
。
当
時
執
権
之
臣
ハ
先
ヅ
貢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
9
物
、
次
イ
デ
近
親
・
因
縁
テ
ヘ
リ
。
此
ノ
外
ノ
人
ハ
其
ノ
仁
二
当
ル
ト

 
 
錐
モ
、
徒
ラ
ニ
塵
土
二
委
ヌ
ル
而
己
。
悲
シ
キ
世
心
。
此
ノ
事
奏
聞
ス
可

 
 
キ
ノ
趣
ヲ
書
簡
二
注
シ
テ
頭
ノ
弁
二
目
ル
。

と
あ
り
、
翌
月
四
月
十
四
日
条
に
は
、

 
 
資
官
署
バ
ク
、
御
前
二
等
ス
ル
ノ
次
イ
デ
ニ
、
仰
セ
ラ
レ
テ
云
ハ
ク
、

 
 
「
頭
ノ
閾
有
ル
ノ
時
必
ズ
成
シ
給
フ
可
シ
」
テ
ヘ
リ
。
事
ノ
次
イ
デ
有
り

 
 
テ
字
凧
ラ
ル
ル
所
書
。
子
細
ハ
記
サ
ズ
。
 
 
 
い

と
あ
る
。
三
条
天
皇
の
言
は
、
今
回
は
駄
目
だ
け
れ
ど
、
次
ぎ
の
機
会
に
閾
員

が
生
じ
た
ら
必
ず
汝
を
蔵
人
頭
に
任
ず
る
の
意
で
、
こ
の
時
は
す
べ
て
内
定
済

み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
そ
の
正
式
発
令
は
、
種
々
事
情
も
あ
っ
た
と
み
え
て
、
さ
ら
に

一
か
月
後
の
翌
五
月
十
五
日
、
道
長
の
士
御
門
第
に
三
条
帝
の
行
幸
の
あ
っ
た

日
、
還
御
の
後
の
俄
か
な
発
令
で
、
新
任
は
民
部
大
輔
藤
原
野
里
で
あ
る
。
兼

綱
は
、
先
に
三
月
二
十
二
日
の
記
事
に
あ
る
、
道
長
が
天
皇
に
推
薦
し
た
二
人

の
中
の
一
人
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
こ
う
し
た
経
緯
を
見
る
と
、
こ
の
蔵
人
頭
の
ポ
ス
ト
争
い
が
も
っ
と
も
激
し

か
っ
た
の
は
、
長
和
三
年
に
入
っ
て
か
ら
で
、
殊
に
二
～
三
月
の
ご
ろ
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

 
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
半
年
前
の
、
長
和
二
年
秋
八
月
』
九
月
の

時
点
に
於
い
て
、
は
た
し
て
実
資
に
、
角
田
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
彰
子
を

通
ず
る
道
長
へ
の
働
き
か
け
は
見
込
み
が
な
い
と
た
や
す
く
見
極
め
が
つ
い
た

で
あ
ろ
う
か
。
事
態
は
ま
だ
流
動
的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
熟
し
て
い
ず
、
実

資
の
足
が
、
こ
の
頃
か
ら
遠
の
い
た
事
の
因
を
直
接
こ
の
件
に
結
び
つ
け
る
の
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は
、
や
や
性
急
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
ま
た
、
万
一
、
つ
な
が
り
が
あ
る
と
し
た
場
合
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
一

は
、
実
資
は
、
彰
子
の
言
に
道
長
は
耳
を
貸
す
ま
い
と
考
え
た
か
、
も
し
く
は

彰
子
は
実
資
の
依
頼
に
は
そ
の
ま
ま
は
応
じ
ま
い
と
見
極
め
た
か
、
ど
ち
ら
か

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
さ
ま
で
決
定
的
な
証
拠
を
見
付

け
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
し
、
い
ず
れ
の
可
能
性
も
単
独
で
は
乏
し
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。

二

 
つ
ぎ
に
、
長
和
三
年
正
月
五
日
以
降
、
実
写
が
彰
子
を
訪
れ
た
小
右
記
の
記

事
に
つ
い
て
、
逐
条
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

 
〔
長
和
三
年
十
月
九
日
〕

 
 
（
実
資
）
参
皇
太
后
宮
、
以
二
三
位
中
將
（
離
Y
喚
二
三
下
女
房
［
、
傳
二
令
旨
一
。
左

 
 
衛
門
督
導
通
、
三
位
中
将
能
信
、
良
久
談
話
。
日
興
退
出
。

「
令
旨
」
と
は
、
前
々
日
十
月
七
日
に
道
長
が
十
一
日
に
彰
子
の
許
で
一
種
物

を
催
し
た
い
と
の
意
向
を
合
資
に
語
っ
た
の
を
受
け
て
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

「
簾
下
女
房
」
が
問
題
で
あ
る
。
嘗
て
述
べ
た
よ
う
に
、
長
和
元
・
二
年
の
間

九
度
に
及
ぶ
実
資
・
豊
平
の
上
東
門
院
訪
問
の
際
に
は
、
ま
ず
取
次
ぎ
女
房
が

現
れ
る
の
が
習
い
で
あ
っ
て
、
道
長
の
息
が
取
次
ぎ
に
出
る
の
は
異
例
で
あ

り
、
こ
れ
は
前
回
長
和
三
年
正
月
二
十
日
の
訪
問
に
、
は
じ
め
て
十
干
が
現
れ

て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
ま
た
「
墜
下
女
房
」
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
た
意
味
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
実
資

は
、
能
信
で
は
、
直
接
彰
子
に
言
葉
を
伝
え
さ
せ
る
の
は
不
向
き
と
み
て
、
他

の
適
当
な
女
房
を
物
色
し
て
、
道
長
の
意
を
彰
子
に
伝
え
さ
せ
た
い
と
思
っ
た

た
め
、
ち
ょ
う
ど
簾
の
も
と
に
居
合
せ
た
女
房
を
呼
ん
で
用
を
足
し
た
、
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
。
実
需
に
古
な
じ
み
の
紫
式
部
な
ら
ば
、
は
じ
め
か
ら
実
資
の

取
次
ぎ
に
立
現
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
は
ず
が
な
い
。

こ
の
女
房
は
紫
式
部
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
時
紫
式
部
は
居
合
わ
せ
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

 
〔
長
和
三
年
十
二
月
二
十
六
日
〕

 
 
（
資
実
）
亥
剋
、
参
二
皇
太
后
宮
御
仏
名
一
、
忽
煩
二
三
病
一
二
出
、
不
レ
能
二
尊

 
 
入
一
、

こ
れ
に
は
、
女
房
の
こ
と
は
見
え
ず
、
事
情
か
ら
み
て
、
上
東
門
院
方
の
印
象

に
も
実
業
参
会
の
こ
と
は
あ
ま
り
残
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

 
〔
長
和
四
年
十
月
十
六
日
〕

 
 
（
実
資
）
参
二
皇
太
后
宮
｝
、
召
二
東
戸
下
一
、
以
二
女
房
一
被
レ
仰
二
参
入
事
一
、
臨
レ

 
 
昏
罷
出
。

こ
こ
に
も
「
女
房
」
が
現
れ
る
。
東
廟
の
妻
戸
の
下
に
実
資
を
呼
び
寄
せ
て
、

こ
の
女
房
の
取
り
次
ぎ
で
、
「
参
入
事
」
が
仰
せ
出
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、

翌
十
七
日
に
上
東
門
院
で
催
さ
れ
た
「
皇
太
后
宮
作
文
」
に
出
席
し
て
は
ど
う

か
、
と
の
言
葉
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
作
文
会
に
は
、
道
長
そ
の
他
卿
相
が

参
会
し
て
い
る
。
こ
の
「
女
房
」
が
紫
式
部
で
あ
る
証
拠
は
全
く
な
い
。

 
そ
の
後
、
実
資
は
、
長
和
四
年
十
一
月
十
九
日
、
東
宮
の
上
東
門
院
行
啓
に

供
奉
し
、
十
二
月
二
十
四
日
の
上
東
門
院
で
の
御
読
経
結
願
に
も
参
会
、
翌
長

和
五
年
に
入
る
と
、
正
月
・
元
日
の
上
東
門
院
臨
時
客
に
参
入
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
年
六
月
二
日
、
後
一
条
天
皇
が
土
御
門
第
よ
り
新
造
の
一
条
院
内
裏
に

遷
幸
に
際
し
、
土
御
門
院
の
人
々
に
勧
賞
の
叙
位
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

人
々
は
、

（ 16 ）



正
四
卑
下
源
朝
寒
物
骸
駐
左
大
臣

正
五
志
下
藤
原
庶
政
・
源
行
任
記
帳
七
嵐
皇
太

多
治
比
守
忠
糀
歌
臣

従
五
位
上
藤
原
良
三
一
舛
翫

女
三
人
、
従
四
位
下
源
躰
甜
、
従
五
位
下
二
人
、

勧
賞
に
な
っ
た
の
は
、
土
御
門
第
の
持
主
で
あ
る
源
朝
二
分
ほ
か
、
皇
太
后
彰

子
の
世
話
を
職
掌
と
す
る
皇
太
后
職
の
職
員
、
ま
た
道
長
の
家
司
、
そ
れ
に
お

そ
ら
く
は
、
皇
太
后
附
き
の
主
だ
っ
た
女
官
筆
名
で
あ
る
。
特
に
そ
の
代
表
は

「
従
四
位
源
躰
甜
」
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
、
紫
式
部
日
記
に
「
宣
旨
の
君
」

の
名
で
見
え
、
，
御
堂
関
白
記
長
和
元
年
閏
十
月
二
十
七
日
に
も

 
 
乗
東
女
方
皇
太
后
宮
宣
旨
姫
猫
、

と
あ
り
、
小
右
記
寛
弘
八
年
七
月
二
十
六
日
条
に
も
、

 
 
或
云
、
俊
賢
如
三
先
主
（
一
条
天
皇
）
之
時
為
二
顧
問
臣
「
之
由
、
以
二
書
状
」
送
二
女

 
 
房
許
一
翻
態
日
所
謂
即
奏
聞
。
天
気
不
・
快
（
下
略
）

と
あ
り
、
兼
明
親
王
の
男
遺
墨
の
女
で
、
名
は
「
伏
見
宮
御
記
録
」
所
収
「
光

厳
院
良
記
」
に
よ
れ
ば
三
子
、
一
条
天
皇
の
乳
母
だ
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
の
出

自
お
よ
び
一
条
天
皇
の
乳
母
と
い
う
こ
と
か
ら
、
彰
子
の
宮
廷
の
女
房
の
中
、

序
列
は
最
高
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
そ
の
下
位
に
記
さ
れ
た
「
従
五
位
下
二
人
」
の
中
に
、
は
た
し
て
紫
式
部
が

い
る
か
否
か
。
こ
の
「
従
五
位
下
」
は
、
今
日
勧
賞
に
浴
し
て
昇
叙
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
は
正
六
位
上
だ
っ
た
わ
け
だ
。
掌
侍
は
従
五
位
上
、
典
膳
・

留
縫
は
従
五
位
下
相
当
で
あ
る
。
角
田
氏
は
、
寛
弘
二
年
十
二
月
二
十
八
旧
に

紫
式
部
は
宮
仕
え
に
出
て
、
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
命
婦
と
し
て
採
用
さ
れ
た

紫
式
部
の
晩
年
再
考

が
、
寛
弘
四
年
正
月
二
十
九
日
に
至
っ
て
、
掌
侍
に
補
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
・
か
の
に
こ
の
角
田
氏
の
推
定
に
し
た
が
え
ば
、
そ
の
頃
よ
り
さ
ら
に

十
一
年
を
経
て
、
こ
の
「
従
五
位
下
二
人
」
の
中
に
は
、
紫
式
部
の
居
る
可
能

性
は
ま
っ
た
く
な
い
・
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 
ま
た
角
田
氏
の
説
は
と
も
か
く
も
、
一
条
天
皇
崩
御
の
折
に
、
上
東
門
院
女

房
と
し
て
、
た
だ
一
人
、
そ
の
奉
悼
歌
が
栄
花
物
語
に
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
紫
式
部
に
し
て
は
、
正
六
位
上
に
あ
ま
り
に
長
く
留
っ
て
い
た
と
の
感
が

．
否
め
な
い
。

 
も
ち
ろ
ん
上
東
門
院
の
主
だ
っ
た
女
房
が
三
人
だ
廿
と
も
限
る
ま
い
し
、
今

回
は
何
ら
か
の
事
情
で
紫
式
部
は
漏
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
一
方
で
は
皇
太
后
宮
職
の
職
員
の
勧
賞
が
、
大
進
二
名
隅
少
進
一
名
に
及

ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
令
制
で
は
大
進
一
名
、
少
量
二
名
が
定
員
だ
か
ら
、

こ
こ
の
大
進
二
名
は
や
や
異
例
か
、
そ
れ
と
も
途
中
で
交
替
が
あ
っ
た
の
を
、

前
任
、
現
任
と
も
に
勧
賞
の
対
象
と
し
た
も
の
か
。
「
少
進
一
名
」
は
定
員
よ

り
少
く
問
題
だ
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
大
進
・
少
進
合
せ
て
三
岳
で
、
皇

太
后
宮
職
の
幹
部
職
員
に
は
、
こ
の
際
は
特
殊
事
情
が
な
い
限
り
は
例
外
な

く
、
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
の
女
三
人
の
中
に
紫
式
部
が
い
そ
う
に
な
い
の
は
、
当
時
彼
女
が
上
東
門

院
に
出
仕
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
そ
の
後
実
費
が
上
東
門
院
に
祇
候
し
た
の
は
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）

七
月
九
日
で
、
こ
の
日
は
「
愚
智
ズ
シ
テ
」
じ
き
に
退
出
し
た
。
次
い
で
同
月

二
十
二
日
に
も
、
一
条
第
で
催
さ
れ
た
彰
子
の
祖
母
穆
子
の
周
忌
法
会
に
実
資

は
ち
ょ
っ
と
顔
を
出
し
、
同
年
十
月
八
日
に
も
、
仁
王
会
の
行
香
に
上
東
門
院

へ
伺
候
、
同
月
十
七
日
に
も
一
条
院
内
裏
附
近
の
火
事
見
舞
に
駆
け
つ
け
て

（17）



い
る
。

 
翌
、
寛
仁
二
年
に
入
り
、
三
月
四
日
の
例
年
の
．
上
東
門
院
仁
王
会
に
参
会
、

閏
四
月
二
十
七
日
に
も
新
造
内
裏
巡
見
の
つ
い
で
に
彰
子
を
訪
れ
た
が
、
彰
子

は
「
上
ノ
直
盧
」
に
出
か
け
て
不
在
の
た
め
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
た
。

 
以
上
、
長
和
二
年
八
月
二
十
日
以
降
、
寛
仁
三
年
正
月
五
日
以
前
の
五
年
間

に
お
い
て
、
実
資
、
あ
る
い
は
資
平
が
彰
子
を
訪
問
し
た
十
三
度
に
就
い
て
、

逐
一
検
討
し
て
み
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
整
理
す
れ
ば
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

 
イ
、
 
「
女
房
」
の
文
字
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
紫
式
部
で
は
な
く
別
人
と
思

 
．
わ
れ
る
も
の
、

 
 
 
 
長
和
三
年
十
月
九
日
・
長
和
五
年
六
月
二
日

 
ロ
、
 
「
女
房
」
「
女
」
の
文
字
が
あ
る
が
、
紫
式
部
か
否
か
不
明
の
も
の
、

 
 
 
 
長
和
四
年
十
月
十
六
日

 
ハ
、
 
「
女
房
」
な
ど
の
文
字
が
見
え
な
い
も
の

 
 
 
 
長
和
三
年
十
二
月
二
六
日
、
長
和
四
年
十
一
月
十
九
日
・
同
年
十
二

 
 
 
 
月
廿
九
日
、
長
和
五
年
正
月
元
日
、
寛
仁
元
年
七
月
九
日
、
同
年
七

 
 
 
 
月
送
二
日
、
同
年
十
月
八
日
・
寛
仁
二
年
三
月
四
日
・
同
年
閏
四
月

 
 
 
 
二
七
日
。

 
以
上
を
通
じ
て
紫
式
部
の
存
在
を
積
極
的
に
立
証
す
る
も
の
が
皆
無
で
あ
る

こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
気
付
か
れ
る
こ
と
は
、

長
和
元
・
二
年
度
に
見
ら
れ
た
、
紫
式
部
と
お
ぼ
し
い
「
女
房
」
と
の
あ
の
長

文
の
会
話
や
、
そ
れ
に
対
す
る
実
資
の
感
想
記
述
な
ど
が
、
ζ
こ
に
は
全
く
見

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
質
的
な
差
も
見
落
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
総
じ
て
い
え
ば
、
長
和
三
年
十
月
九
日
と
同
五
年
六
月
二
日
の
二
度
は
、
紫

式
部
の
宮
廷
不
在
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
す

る
ほ
か
な
い
が
、
し
か
し
、
長
和
元
・
二
年
度
に
お
け
る
記
事
を
参
照
し
て
み

て
も
、
も
し
そ
ζ
に
依
然
と
し
て
紫
式
部
が
取
次
の
女
房
と
し
出
仕
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
違
っ
た
記
述
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の

印
象
を
抱
か
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

 
さ
て
、
次
ぎ
に
は
、
角
田
氏
が
紫
式
部
生
存
の
証
拠
と
し
て
指
摘
き
れ
た
、

問
題
の
個
所
に
移
ろ
う
。
但
し
、
こ
の
一
章
は
既
に
国
文
学
昭
和
五
七
年
十
月

号
に
拙
稿
「
小
右
記
寛
仁
三
年
正
月
五
日
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
I
I
紫
式
部
生

存
説
に
賛
成
す
る
一
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
論
の
統
一
の
た

め
、
あ
え
て
こ
こ
に
多
少
加
筆
修
正
し
た
上
で
再
録
し
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

 
小
右
記
、
寛
仁
三
年
正
月
五
日
の
条
に
、
，

 
 
並
太
府
（
道
長
）
上
音
ル
。
宰
相
（
噸
）
乗
車
後
、
源
中
納
言
長
房
ヲ
以
一
7
、
、
太

 
 
后
ノ
御
幣
爵
ノ
案
内
ヲ
申
サ
シ
ム
、
埼
半
在
下
士
盤
。
所
労
有
リ
相
逢
ブ
コ
ト

 
 
能
ハ
ズ
テ
ヘ
リ
。
大
納
言
達
参
入
ス
。
然
レ
ド
モ
相
対
セ
ラ
レ
ザ
ル
ノ
由
有

 
 
リ
。
弘
毅
殿
二
参
ル
。
女
房
二
相
逢
フ
薪
呼
嬉
囎
汐
泌
好
。
・
御
士
爵
之
恐
ヲ

 
 
連
類
シ
ム
、
枇
杷
殿
鼎
坐
シ
マ
ス
ノ
時
屡
々
参
入
之
事
今
二
忘
レ
ズ
オ
ハ

 
 
シ
マ
ス
ノ
由
仰
凶
事
有
ル
也
。
女
房
云
バ
ク
、
彼
ノ
時
参
入
シ
、
当
時
参

 
 
ラ
ズ
、
世
ノ
人
一
如
ズ
、
恥
ヂ
思
シ
メ
ス
所
也
ト
云
々

 
右
の
文
は
、
角
田
氏
の
前
掲
書
に
よ
っ
て
当
年
紫
式
部
の
生
存
を
示
す
証
拠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤

と
し
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
萩
谷
朴
氏
も
そ
の
説
に
従
っ
て
お
ら
れ
る
。

 
実
は
、
私
自
身
は
、
前
述
論
文
・
著
書
執
筆
の
時
点
に
於
い
て
、
こ
の
小
右

（18）



記
の
記
述
に
気
付
か
ず
、
岡
一
男
氏
の
説
に
依
拠
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
。
問
題
は
当
然
、
右
の
文
意
の
解
読
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
、

 
文
章
は
前
半
・
後
半
の
二
つ
に
分
れ
て
い
る
が
、
第
｝
の
聞
題
点
は
、
前
後

を
通
ず
る
用
件
の
「
御
階
爵
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
日
を
遡
る
四
日
前
の

元
旦
に
、
内
裏
で
実
資
が
道
長
に
会
う
と
h
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
ふ

 
．
命
ジ
テ
云
バ
ク
「
太
后
（
彰
 
ゴ
）
宣
シ
テ
云
バ
ク
、
上
達
部
悉
ク
雑
事
ヲ
触
り

 
 
示
ス
、
年
来
汝
一
事
ヲ
示
サ
ズ
。
給
爵
ヲ
素
首
ン
小
欲
ス
、
家
ノ
作
事
等

 
 
二
充
ツ
ベ
シ
」
テ
ヘ
リ
。
申
シ
テ
云
バ
ク
、
 
「
更
二
思
ヒ
給
ヘ
ザ
ル
所
、

 
 
恐
悦
極
マ
リ
無
シ
。
」
ト
。
此
ノ
御
給
ヲ
賜
ハ
ル
コ
ト
多
キ
ニ
非
ザ
レ
ド

 
 
モ
恩
顧
Z
深
キ
ヲ
悦
ブ
、
須
ラ
ク
叙
位
二
重
ミ
テ
処
分
ヲ
蒙
ル
可
キ
ヲ
期

 
 
ス
ベ
シ
。

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
五
日
の
記
事
は
そ
れ
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

元
日
の
記
事
の
文
意
は
、
大
要

 
 
道
長
公
は
「
彰
子
が
云
う
に
は
、
『
上
達
部
た
ち
は
、
誰
し
も
何
か
あ
る

 
 
と
、
細
か
い
こ
と
ま
で
い
ち
い
ち
私
の
方
ま
で
連
絡
し
て
く
る
が
、
'
（
そ

 
 
れ
が
煩
ら
わ
し
く
て
な
ら
ぬ
）
お
前
（
実
資
）
は
長
年
一
つ
と
し
て
、
そ

 
 
う
い
う
事
も
な
く
、
 
（
万
事
自
分
の
見
識
で
う
ま
く
処
分
し
て
く
れ
て
助

 
一
か
っ
た
）
。
私
の
太
皇
大
后
の
年
給
を
（
分
け
て
）
上
げ
よ
う
と
思
う
。

 
 
自
分
の
家
の
造
作
の
料
に
充
て
る
が
よ
ろ
し
い
』
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
，

 
 
そ
こ
で
」
私
は
御
返
事
申
上
げ
て
「
全
く
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
で
こ
ぎ

 
 
い
ま
す
、
ま
こ
と
に
有
難
い
事
と
恐
縮
い
た
し
ま
す
」
、
-
と
答
え
た
。
こ

 
 
の
御
給
を
頂
戴
す
る
額
は
多
く
な
い
が
、
御
恩
顧
の
深
い
こ
と
が
分
っ
て

 
 
嬉
し
い
。
き
っ
と
叙
位
の
折
に
も
、
．
何
ら
か
の
御
処
遇
を
期
待
で
き
る
だ

 
 
ろ
う
。

紫
式
部
の
晩
年
再
考

と
い
う
の
で
あ
る
。
実
資
の
富
裕
は
大
鏡
実
頼
伝
に
も
記
さ
れ
、
特
に
「
殿
造

ド
り
せ
ら
れ
た
る
さ
衷
い
と
め
で
た
し
や
」
と
ま
で
書
か
れ
て
い
て
、
右
の
彰
子

の
配
慮
が
、
経
済
的
援
助
の
意
で
は
な
く
、
，
実
資
も
い
う
通
り
、
額
も
少
く

て
、
た
だ
年
来
の
奉
仕
に
対
す
る
慰
労
を
表
す
意
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
に
掲
げ
た
正
月
五
日
の
記
事
に
も
ど
る
と
、
，
そ
の
前
半

部
は
、
道
長
の
許
に
養
子
の
資
平
と
当
時
皇
太
后
宮
権
太
夫
で
あ
っ
た
源
．
経
房

と
共
に
出
か
け
た
こ
と
に
就
い
て
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
同
道
し
た
こ
と
に
何

か
意
味
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
は
私
に
も
分
り
か
ね
る
。

 
次
ぎ
の
分
注
「
今
般
叙
ス
ベ
キ
ノ
人
選
キ
也
」
の
意
は
か
な
り
難
解
で
あ

る
。
年
給
、
あ
る
い
は
年
官
・
年
三
は
、
国
史
用
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、

 
 
平
安
時
代
、
天
皇
・
上
皇
・
東
宮
・
三
宮
・
親
王
・
女
院
・
女
御
お
よ
び

 
 
公
卿
に
与
え
ら
れ
た
年
給
で
、
売
官
の
一
種
。
一
定
数
の
人
員
を
史
生
や

 
 
目
な
ど
の
官
職
に
任
命
す
る
権
利
を
賜
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
る
任
官
・
料

 
 
を
自
己
の
得
分
と
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

と
あ
り
、
時
野
谷
二
士
に
詳
し
い
論
が
あ
る
。
「
叙
ス
ベ
キ
ノ
入
無
キ
」
理
由

は
こ
こ
で
は
確
定
し
が
た
い
が
、
こ
の
任
官
希
望
者
に
適
当
な
人
が
今
回
は
居

な
い
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
定
員
が
充
足
さ
れ
て
い
て
、
空
席
が

な
い
た
め
か
、
も
し
く
は
も
っ
と
個
人
的
な
事
情
に
由
る
か
は
不
明
だ
が
、
要

す
る
に
、
彰
子
か
ら
、
そ
の
所
有
す
る
官
吏
任
命
権
の
一
部
を
護
渡
し
て
、
・

そ
の
任
官
料
を
実
資
に
与
え
よ
う
と
の
申
し
出
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま

，
い
。
し
か
し
、
今
回
は
そ
の
原
資
た
る
べ
き
任
官
希
望
者
、
つ
ま
り
任
官
料
提

供
者
が
居
な
い
、
従
っ
て
彰
子
の
好
意
的
申
し
出
を
受
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い

の
で
辞
退
す
る
ほ
か
は
な
い
、
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
こ
ろ
角
田
氏
は
、

 
 
 
、
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後
半
部
ま
で
合
わ
せ
て
、

 
 
太
后
の
御
給
に
よ
り
（
実
題
の
縁
者
の
尽
れ
か
が
）
位
を
進
め
て
戴
い
て

 
 
恐
催
し
て
い
る
旨
を
太
后
に
申
し
上
げ
て
戴
き
た
い
と
述
べ
た

と
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、
私
は
賛
成
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
本
年
は
任
官
候
補
者
が
見
当
ら
な
い
と
の
観
測
は
実
験
の
か
ね
て
か
ら

の
考
え
で
あ
っ
た
も
の
か
、
ま
た
は
こ
う
し
て
、
道
長
邸
へ
つ
く
ま
で
の
車
中

の
、
三
二
・
経
房
と
の
談
話
の
中
に
出
て
き
た
も
の
か
。

 
お
そ
ら
く
は
、
前
者
で
あ
ろ
う
。
元
旦
に
彰
子
の
申
出
を
聞
い
て
喜
ん
だ
彼

は
、
以
来
四
日
ま
で
の
間
に
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
こ
う
い
う
結
論
に
落
着
い
た
も
の
と
み
え
る
。

 
し
か
し
、
こ
の
趣
旨
を
厨
房
を
通
じ
て
、
道
長
に
達
し
よ
う
と
し
た
と
い
う

の
は
、
何
故
な
の
か
。
，
経
房
は
源
高
明
の
四
男
で
、
．
母
は
師
国
女
で
あ
り
、
当

年
五
十
、
一
歳
。
こ
の
と
こ
ろ
彰
子
の
妹
の
研
子
中
宮
の
世
話
役
と
し
て
、
長
和

元
年
以
来
中
宮
権
太
夫
を
勤
め
、
三
子
が
昨
年
冬
に
皇
太
后
に
上
る
と
、
引
続

い
て
皇
太
后
宮
権
太
夫
を
勤
め
て
い
る
。
事
情
が
辞
退
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

実
葛
は
あ
ら
か
じ
め
、
明
主
を
介
し
て
、
道
長
の
意
向
を
探
ら
せ
よ
ヶ
と
し
た

も
の
だ
ろ
う
が
、
経
房
を
し
て
事
に
当
ら
せ
た
意
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
道
長
は
「
所
労
有
り
」
、
疲
れ
て
い
る
か
ら
会
え
な
い
と
、
面
会

を
断
っ
た
。
他
の
大
納
言
た
ち
に
も
同
様
だ
か
ら
、
仮
病
で
も
あ
る
ま
い
。

 
後
半
は
、
実
資
が
内
裏
に
い
る
太
皇
太
后
彰
子
を
訪
れ
、
右
の
旨
を
報
告
す

る
の
で
あ
る
。
「
弘
徽
殿
」
は
彰
子
の
現
在
の
住
居
で
あ
ろ
う
。
．
つ
ぎ
の
「
相

逢
」
に
は
、
特
別
の
意
は
な
い
。
小
右
記
で
は
、
相
手
が
男
子
で
も
こ
の
文
字

は
用
い
ら
れ
、
た
だ
の
何
で
も
な
い
用
事
や
、
行
き
ず
り
ら
し
い
場
合
に
も
用

い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
女
房
」
が
何
者
か
は
後
回
し
に
し
て
お
く
が
、
「
先

二
宰
相
（
資
平
）
ヲ
以
テ
案
内
ヲ
取
ラ
シ
ム
」
と
い
う
の
は
「
あ
ら
か
じ
め
、

資
平
に
、
そ
の
用
件
で
訪
問
す
る
旨
こ
の
女
房
に
連
絡
さ
せ
て
お
い
た
」
の
意

で
あ
る
。
「
御
給
爵
之
恐
リ
ヲ
啓
セ
シ
ム
」
の
「
恐
」
は
「
カ
シ
コ
マ
リ
」
（
類

聚
名
義
抄
）
で
、
彰
子
の
配
慮
に
対
す
る
恐
催
、
感
謝
の
意
で
あ
ろ
ヶ
。

 
次
ぎ
の
「
枇
杷
殿
に
お
は
し
ま
す
の
時
」
と
は
、
彰
子
が
枇
杷
殿
に
居
住
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥

た
期
間
を
い
う
わ
け
で
、
角
田
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

 
e
 
寛
弘
六
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
翌
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で

 
⇔
 
寛
弘
八
年
十
月
十
六
日
か
ら
長
和
元
年
六
月
八
日
ま
で

 
日
 
長
和
元
年
七
月
八
日
か
ら
同
三
年
三
月
二
十
日
ま
で

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
私
が
か
っ
て
指
摘
し
た
長
和
元
・
二
年
の
間
の
九
度
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦

わ
た
る
実
装
の
彰
子
訪
問
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
日
に
当
る
期
間
で
あ
り
、
し
か

も
、
実
資
が
、
こ
の
期
間
中
最
後
に
枇
杷
殿
を
訪
ね
た
の
は
、
前
述
の
如
く
、
‘

長
和
三
年
正
月
二
十
日
で
あ
る
、
 
（
そ
の
時
現
れ
た
の
は
、
紫
式
部
で
は
な
く

論
宗
で
あ
っ
た
。
）

 
と
す
れ
ば
、
次
ぎ
の
「
屡
参
入
」
の
文
字
は
、
正
に
こ
の
長
和
元
・
二
年
間

九
度
に
亘
る
実
資
の
枇
杷
殿
訪
問
を
さ
し
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

「
今
二
忘
レ
ズ
オ
ハ
シ
マ
ス
」
は
、
も
ち
ろ
ん
彰
子
が
、
そ
の
間
に
実
資
が
彰

子
に
示
し
た
好
意
に
つ
い
て
今
も
お
忘
れ
に
な
っ
て
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
、

の
意
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
九
度
に
上
る
訪
問
の
申
に
、
し
ば
し
ば
実
資
と
彰
子

は
、
御
簾
越
し
な
が
ら
紫
式
部
の
取
次
ぎ
に
よ
っ
て
、
す
こ
ぶ
る
心
の
通
じ
た

応
答
を
交
わ
し
、
時
に
は
、
「
賢
黒
々
々
」
「
有
感
々
々
」
な
ど
と
、
実
業
が

感
嘆
の
語
を
発
し
た
こ
と
、
以
前
に
詳
レ
く
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
ま
た
そ
れ
に
続
く
、
「
…
…
ノ
由
仰
唱
言
有
ル
也
」
の
文
字
は
い
か
に
解
す

べ
き
か
。
仰
せ
言
は
も
ち
ろ
ん
彰
子
の
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
で
、
簾
越
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し
に
、
女
房
を
介
し
て
、
こ
の
言
葉
は
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
，
「
オ

ハ
シ
マ
ス
ノ
由
」
云
々
の
敬
語
法
を
見
れ
ば
、
間
接
話
法
と
し
一
て
、
女
房
が
、

「
平
常
女
院
さ
ま
が
し
か
じ
か
仰
せ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
っ
た
よ
う
に
も
受

取
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
続
く
、
 
「
女
房
云
バ
ク
」
と
断
っ
た
上
で
の
「
彼
ノ

時
参
入
シ
、
当
時
参
ラ
ズ
、
世
ノ
人
二
面
ズ
、
駈
ヂ
思
シ
メ
ス
所
也
」
は
、
あ

き
ら
か
に
女
房
自
身
が
彰
子
の
心
中
を
村
度
し
、
そ
れ
を
自
分
自
身
の
言
葉
と

し
て
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
世
ノ
人
二
期
ズ
」
は
、
お
そ
ら
く

は
、
後
に
賢
人
右
府
と
異
名
を
と
っ
た
実
資
の
人
柄
を
、
非
凡
な
お
方
だ
か
ら

と
平
常
、
彰
子
が
実
資
を
買
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
口
に
出
し
て
い
る

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
次
ぎ
の
「
耽
ヂ
思
シ
メ
ス
」
ほ
、
そ
れ
ゆ
え
彰

子
は
実
資
の
久
し
ぶ
り
の
今
日
の
来
訪
に
は
、
何
と
な
く
気
恥
か
し
い
思
い
を

さ
れ
て
い
る
、
の
意
で
あ
る
。
尤
も
、
上
文
の
「
枇
杷
殿
時
代
に
は
よ
く
来
た
．

の
に
、
近
頃
は
来
な
い
」
と
、
こ
の
「
春
思
食
」
と
の
間
に
ど
う
い
う
因
果
関

係
を
考
え
る
べ
き
か
は
や
や
問
題
で
、
た
だ
久
し
ぶ
り
に
奥
ゆ
か
し
い
人
に
逢

う
の
は
気
が
ひ
け
る
と
の
意
か
、
あ
る
い
は
、
近
年
の
無
沙
汰
に
対
す
る
い
や

み
の
よ
う
な
も
の
を
も
匂
わ
せ
た
の
か
。
表
面
に
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
資
へ

の
お
世
辞
の
形
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
や
や
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ

り
、
ま
た
「
駈
酒
食
」
も
、
主
人
の
心
を
お
し
は
か
っ
て
物
を
い
う
女
房
の
言

と
し
て
は
す
こ
し
出
過
ぎ
た
感
も
あ
る
だ
ろ
う
。

 
と
も
あ
れ
、
五
年
前
の
頻
繁
な
来
訪
に
つ
い
て
、
謝
意
を
あ
ら
わ
し
た
こ
と

と
合
せ
て
、
こ
の
「
女
房
」
が
、
主
人
彰
子
と
実
資
と
の
長
い
人
間
関
係
に
つ

い
て
、
熟
知
し
て
お
り
、
今
も
、
両
者
の
心
の
機
微
を
察
し
て
、
・
適
切
な
取
次

ぎ
役
を
勤
め
、
さ
ら
に
自
ら
言
葉
を
添
え
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

 
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
文
字
は
、
実
態
が
女
房
の
言
葉
を
要
約
し
た
も
の
で
あ

紫
式
部
の
晩
年
再
「
考

る
か
ら
、
直
接
話
法
か
間
接
話
法
か
分
り
に
く
い
部
分
も
あ
り
、
ま
た
い
う
ま

で
も
な
く
、
女
房
の
こ
と
ば
は
も
っ
と
柔
ら
か
く
優
雅
だ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
そ
の
事
を
考
え
て
＼
現
代
語
に
直
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
女
房
の
こ
と
ば

は
、
た
と
え
ば
こ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

 
 
あ
の
こ
ろ
に
は
、
た
び
た
び
お
運
び
下
さ
い
ま
し
た
の
に
、
近
ご
ろ
は
す

 
 
つ
か
り
お
見
限
り
に
な
り
ま
し
て
一
，
、
世
間
な
み
の
お
方
で
は
い
ら
っ

 
 
し
ゃ
ら
な
い
か
ら
気
恥
つ
か
し
い
と
、
大
皇
太
后
さ
ま
は
仰
せ
で
ご
ざ
い

 
 
ま
す
。

 
し
か
し
、
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
こ
の
「
女
房
」
の
入
が
ら
が
か
な
り
浮

び
上
っ
て
来
そ
う
で
あ
る
。

 
第
一
に
、
五
年
前
の
枇
杷
殿
時
代
の
実
資
の
九
度
に
亘
る
来
訪
に
つ
い
て
、

言
葉
と
し
て
は
、
主
人
彰
子
の
あ
い
さ
つ
を
伝
え
る
に
終
始
す
る
略
の
で
は
あ

る
が
、
後
文
の
、
彰
子
の
心
中
を
付
度
し
そ
れ
を
あ
え
て
口
に
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
み
れ
ば
、
そ
の
昔
の
来
訪
の
時
に
も
居
合
せ
て
い
た
可
能
性
が
濃
い
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
第
二
に
は
、
そ
う
し
た
主
人
彰
子
の
微
妙
な
心
中
を
付
度
す
る
の
み
で
な

く
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
身
の
口
を
通
じ
て
敷
津
し
な
が
ら
実
資
に
伝
え
る
と

は
、
よ
ほ
ど
宮
仕
え
経
験
の
長
い
練
達
の
人
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ

は
、
彰
子
と
の
間
に
主
従
の
域
を
越
え
る
ほ
ど
の
心
の
通
じ
た
人
で
あ
る
ら
し

い
し
、
一
方
、
実
動
と
も
か
な
り
の
馴
染
が
あ
る
女
房
で
あ
り
、
当
然
、
か
な

り
の
年
配
で
も
あ
ろ
う
。

 
第
三
に
は
、
実
資
が
こ
こ
で
「
女
房
云
一
」
と
特
記
す
る
の
も
、
、
長
和
元

・
二
年
間
に
紫
式
部
相
手
に
話
を
交
わ
し
た
折
の
記
事
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

 
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
今
に
至
る
ま
で
五
年
間
の
小
右
記
の
、
十
三
度
に
及
ぶ

〆

／
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、

実
資
の
彰
子
訪
問
の
記
事
に
は
、
．
先
に
詳
述
レ
た
通
り
、
「
女
房
云
」
と
女
房

の
言
葉
を
引
用
特
記
し
た
例
は
一
つ
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
以
上
、
一
・
二
・
三
な
ど
と
り
ま
と
め
て
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
現
れ
た
「
女

房
」
は
、
、
角
田
氏
の
推
定
さ
れ
た
如
く
、
紫
式
部
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
ど

思
わ
れ
る
。
紫
式
部
な
ら
ば
、
私
の
推
定
に
よ
れ
ば
当
年
五
〇
歳
。
通
説
で
は

四
十
七
歳
で
あ
る
。
彰
子
と
の
心
の
つ
な
が
り
や
、
実
働
と
の
親
し
い
関
係
に

つ
い
て
は
、
か
っ
て
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
彼
女
が
本
来
し
た
た
か
な
強
い
女

性
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
こ
う
し
た
練
達
の
女
房
役
を
果
す
の
は
至
極
当
然
と
い

え
る
。

 
萩
谷
氏
は
、
角
田
説
を
認
め
る
ど
共
に
、
ほ
か
に
紫
式
部
と
仲
が
よ
く
、
し

か
も
彼
女
に
先
立
っ
て
亡
く
な
っ
た
（
紫
式
部
集
）
小
少
将
が
、
通
説
の
源
幽
遠
女
で

は
な
く
、
源
雅
通
の
妹
で
、
寛
仁
元
年
七
月
十
日
雅
通
の
死
去
以
後
ま
で
生
存

し
た
こ
と
を
理
由
に
、
紫
式
部
の
死
去
は
寛
仁
三
年
申
と
さ
れ
て
い
る
。
寛
仁

三
年
死
去
は
と
も
か
く
も
、
少
く
と
も
同
年
正
月
ま
で
生
存
し
て
い
て
、
当
時

，
彰
子
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

四

 
以
上
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
要
す
る
に
、
紫
式
部
は
長
和
二
年
秋
に
宮
廷
を
退

き
、
以
来
五
年
間
の
動
静
は
十
分
に
は
分
ら
な
い
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
宮
廷
に

い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
が
多
く
、
、
寛
仁
三
年
正
月
に
至
っ
て
、
ふ
た
た
び

彰
子
の
宮
廷
に
顔
を
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
こ
の
五
年
間
は
、
む
し
ろ
謎
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
こ
れ
を
宮
廷

に
居
な
か
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
五
年
間
の
退
過
の
あ
と
、
前
年
の
寛
仁
二
年

十
月
に
彰
子
が
太
皇
太
后
に
移
っ
た
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
は
し
な
い

、

 
か
。
居
所
も
天
皇
・
東
宮
の
母
と
し
て
、
こ
の
頃
は
内
裏
住
ま
い
が
多
か
っ
た

 
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
、
女
房
に
も
出
入
が
多
く
な
っ
て
、
紫
式
部

 
の
よ
う
な
年
配
の
女
房
を
特
に
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
久
し
く
里
居
し
て
い

 
た
式
部
も
こ
う
し
て
再
び
召
し
出
さ
れ
た
、
と
い
う
事
情
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
、

 
か
。

 
．
ま
た
、
こ
の
五
年
間
の
間
に
も
時
々
は
出
仕
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ

 
り
得
よ
う
。
そ
れ
を
否
定
す
る
に
足
る
証
拠
は
あ
る
ま
い
。
私
の
述
べ
た
道
長

 
の
忌
諦
に
触
れ
た
と
い
う
点
も
、
事
が
道
長
で
あ
れ
ば
、
一
旦
の
そ
う
し
た
事

 
が
、
さ
ま
で
後
ま
で
い
つ
ま
で
も
旧
く
引
く
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

 
い
か
』

 
 
道
長
の
人
が
ら
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
山
中
裕
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
や
は

・
り
本
来
広
量
、
闊
達
で
、
そ
の
日
記
に
も
、
自
身
の
喜
怒
哀
楽
の
情
を
か
な
り

 
官
爵
に
書
き
記
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
特
に
、
三
条
天
皇
の
在
位
時
代
に

 
は
、
天
皇
と
不
仲
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
怒
り
っ
ぽ
く
、
小
右
記
は
と
か

、
く
道
長
に
対
す
る
非
難
の
目
つ
き
が
ま
さ
り
が
ち
と
い
う
こ
と
も
あ
る
に
せ

 
よ
、
そ
の
伝
え
る
所
か
ら
み
て
、
道
長
に
は
た
し
か
に
「
横
暴
な
目
に
あ
ま
る

 
・
ふ
る
ま
い
も
少
な
く
な
か
っ
た
」
 
（
『
平
安
人
物
志
』
一
三
）
と
さ
れ
る
。

 
男
性
的
な
陽
性
の
闊
達
と
、
そ
の
反
，
面
で
あ
る
我
が
ま
ま
で
自
己
本
位
で
あ
る

 
こ
と
が
、
道
長
の
性
格
の
一
面
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
し
、
こ
の
晩

 
年
は
、
そ
の
わ
が
ま
ま
の
面
が
年
齢
と
共
に
増
長
し
て
い
っ
た
と
も
察
せ
ら
れ

 
よ
う
。
小
右
記
に
は
、
殊
に
そ
の
種
の
記
述
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
衆
人
環

 
視
の
中
で
激
怒
し
、
暴
言
を
吐
く
こ
と
実
に
頻
々
た
る
も
の
が
あ
り
、
試
み

 
に
、
そ
の
実
例
を
若
干
あ
げ
る
。

 
 
 
相
針
大
怒
i
（
長
和
元
年
五
月
十
七
日
）

、
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相
府
大
怒
、
令
撤
回
節
供
、
所
，
ζ
饗
、
人
々
云
是
怪
鰍
云
々
（
長
和
元
年

 
 
 
九
月
九
日
）

 
 
相
府
大
怒
無
極
（
長
和
三
年
四
月
二
七
日
）

 
 
左
府
大
年
吐
二
無
量
悪
言
［
、
悪
言
及
二
主
よ
、
聴
者
寒
心
（
長
和
三
年
十

 
 
 
二
月
八
日
）

 
 
左
相
府
大
唐
、
其
認
不
レ
肖
・
人
（
長
和
四
年
十
一
月
三
日
）

 
 
左
相
府
腹
立
、
罵
辱
無
レ
極
（
長
和
四
年
十
一
月
二
十
日
）

 
 
（
摂
政
）
有
二
大
怒
気
色
一
（
寛
仁
元
年
十
一
月
三
日
）

そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
衆
人
の
中
で
、
激
怒
暴
言
を
吐
く
こ
と
再

ぐ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
激
し
易
い
性
格
を
は
っ
き
り
と
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
自
ら
の
感
情
を
制
御
し
え
ず
、
直
ち
に
表
情
に
出
す
わ
け
で
、
た
と

え
ば
婿
子
が
禎
子
内
親
王
を
出
産
し
た
と
き
に
は
、
女
を
産
ん
だ
こ
と
が
気
に

ぐ
わ
な
か
っ
だ
と
み
え
て
、
 
「
不
レ
悦
気
色
甚
露
、
依
レ
令
・
産
レ
女
面
」
 
（
長

和
二
年
七
月
七
日
）
と
あ
り
、
翌
々
日
の
産
養
の
折
も
、
 
「
左
相
国
猶
有
二

不
レ
悦
之
気
こ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
足
首
を
捻
坐
し
て
し
ば
ら
く
癒

ら
な
い
時
に
も
「
相
撃
足
不
快
、
有
二
歓
呈
色
一
」
 
（
長
和
四
年
七
月
九
日
）
と
，

あ
力
、
「
摂
政
気
色
不
・
快
、
多
二
不
為
快
御
詞
こ
 
（
長
和
五
年
四
月
八
日
）
の

文
字
も
あ
る
。
病
中
は
こ
と
に
、
あ
た
り
構
わ
ず
う
め
き
声
を
発
し
た
ら
し

く
、 

 
相
巡
覧
宿
所
高
声
悩
吟
、
満
座
傾
レ
耳
、
苦
悩
之
甚
（
溢
者
早
春
（
中
略
）

 
 
道
府
辛
苦
之
声
不
レ
可
二
敢
云
一
（
中
略
）
相
姦
悩
苦
声
急
（
長
和
元
年
六
月

 
 
六
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

 
 
大
殿
御
心
地
太
思
悩
、
去
夜
妻
給
之
間
、
脚
質
声
貫
高
、
似
二
邪
気
】
（
寛

 
 
仁
二
年
閏
四
月
十
七
日
）

紫
式
部
の
晩
年
再
考

と
あ
り
、
病
状
が
回
復
し
て
も
、

 
 
似
二
御
心
相
誤
［
、
亦
顔
色
赤
、
眠
目
悪
、
不
・
異
二
勇
者
容
顔
一
、
被
二
飲

 
 
食
一
之
躰
、
太
不
二
閑
雅
一
、
有
・
被
・
営
・
食
、
似
・
無
二
本
心
「
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
長
和
元
年
六
月
十
七
日
）

と
記
さ
れ
る
。
目
付
き
も
悪
く
、
気
違
い
じ
み
て
い
て
、
食
事
を
と
る
に
も
、

が
つ
が
つ
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う
で
は
な
い
コ
ー
出
資
の
道
長
を
見
る
目
に

は
い
つ
も
多
少
の
意
地
の
悪
い
辛
ら
つ
さ
が
伴
な
う
の
が
常
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
し
て
も
、
一
旦
、
何
か
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
昂
奮
し
、
怒
っ
た
り
ま
た
怨
ん
で

お
お
げ
さ
に
嘆
息
を
つ
い
た
り
、
苦
し
い
苦
し
い
と
騒
ぎ
立
て
る
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
も
の
と
見
え
る
。

 
そ
れ
ゆ
え
、
紫
式
部
の
よ
う
な
女
房
の
場
合
に
も
、
そ
の
怒
に
触
れ
て
暴
言

を
浴
せ
ら
れ
る
く
ら
い
の
こ
と
は
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

 
私
は
角
袖
氏
が
強
調
さ
れ
る
「
道
長
妾
」
の
事
実
は
な
か
っ
た
と
考
え
て

お
岬
芥
の
女
房
と
し
て
・
晩
年
極
度
に
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
道
長
か
ら
そ

の
よ
う
な
目
に
会
わ
さ
れ
る
，
く
ら
い
の
こ
と
は
、
む
し
ろ
あ
っ
て
当
然
で
あ

る
。
左
大
臣
月
光
や
孫
と
は
い
え
天
皇
に
さ
え
「
悪
言
」
を
放
っ
た
道
長
が
、

紫
式
部
だ
か
ら
と
て
、
一
目
お
い
て
遠
慮
す
る
こ
と
も
あ
る
ま
炉
。
一
方
、
紫

式
部
は
日
記
に
徴
す
れ
ば
我
執
と
自
尊
心
の
甚
だ
強
い
女
性
で
あ
る
。
昂
奮
に

よ
る
道
長
の
暴
言
に
耐
え
ず
、
一
時
的
も
し
く
は
長
期
間
、
・
宮
廷
を
離
れ
る
と

い
う
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
こ
と
だ
。
日
記
に
も
、
寛
弘
五
年
の
時
点
で
、
あ

れ
ほ
ど
宮
仕
え
に
つ
い
て
絶
え
ず
憂
心
で
気
乗
り
の
し
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い

る
人
で
も
あ
る
。

 
私
が
い
b
た
道
長
の
忌
緯
に
触
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
重
く
見
る
か
軽
く
見

る
か
、
受
取
り
よ
弥
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
種
の
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
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は
、
や
は
り
右
の
よ
う
な
、
当
時
の
事
情
を
洗
っ
で
み
た
上
で
な
お
許
さ
れ
て

然
る
べ
き
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
、
た
ま
た
ま
長
和
二
年
の
秋
に
起
っ
た
と
考
え
た
上

で
、
以
後
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
長
く
宮
廷
に
出
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
、
道
長
の
怒
り
も
鎮
ま
っ
た
あ
と
、
里
居
が
ち
な
が
ら
も
断
続
的
に
出
仕
し

て
い
た
も
の
か
、
そ
の
辺
は
ま
だ
何
と
も
云
え
な
い
だ
ろ
う
。

 
し
か
し
、
紫
式
部
は
、
と
も
か
く
も
寛
仁
三
年
正
月
に
は
再
び
彰
子
の
宮
廷

に
顔
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
い
は
彰
子
の
大
皇
太
后
に
昇
っ
た
こ
と

と
関
係
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
こ
ど
は
前
述
し
た
。

 
長
和
二
年
秋
に
宮
廷
を
出
た
て
と
の
動
機
を
、
道
長
・
実
資
・
紫
式
部
と
い

う
三
者
の
人
間
関
係
に
直
接
強
く
結
び
つ
け
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
私
は
今
、

多
少
の
反
省
を
強
い
ら
れ
て
い
る
し
、
ま
た
岡
三
に
従
っ
た
長
和
三
年
春
式
部

死
去
説
も
撤
回
の
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
事
を
ふ
く
め
て
、
そ
れ
に
対
す
る

角
田
氏
の
批
判
に
就
い
て
も
ま
た
問
題
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
以
上
、
再
び
紫

式
部
の
晩
年
に
関
す
る
小
右
記
の
記
事
に
つ
い
て
く
わ
し
く
述
べ
て
み
た
の
で

あ
る
。

6
、
角
田
氏
前
掲
書
珊
頁
。

7
、
小
右
記
、
長
和
元
年
五
月
二
八
日
・
長
和
二
年
正
月
十
九
日
・
同
二
月

 
ご
五
日
・
．
同
三
月
十
二
日
・
同
三
月
二
一
日
・
同
五
月
二
五
日
・
同
五
月

」
二
八
日
・
同
七
月
五
日
・
同
八
月
二
〇
日
各
参
照
。

8
、
前
掲
拙
著
、
ま
た
「
紫
式
部
「
道
長
妾
」
の
伝
承
に
つ
い
て
」
 
（
『
和

 
歌
文
学
新
論
」
所
収
）
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〔
注
〕1

㌔
角
田
文
衛
「
紫
式
部
と
そ
の
時
代
」
㎜
頁
以
下

2
、
河
内
山
清
彦
「
紫
式
部
は
宮
廷
か
ら
追
放
さ
れ
た
か
」

 
 
・
紫
式
部
日
記
の
研
究
』
所
収
）

3
、
岡
一
男
『
源
氏
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
餅
頁
。

4
、
時
野
谷
滋
『
律
令
封
禄
制
度
史
の
研
究
』
第
二
篇
。

5
、
萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
下
鵬
頁
。

（
『
紫
式
部
集


